
誰
に
と
っ
て
も
便
利
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に

東
京
2
0
2
0
大
会
は
、
世
界
各
国
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
東
京
の
み
な
ら
ず
日

本
全
体
が
注
目
を
集
め
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
2
0
1
5
年
7
月
、
総
務
省
は
同
大

会
お
よ
び
大
会
以
降
の
持
続
的
な
成
長
を
見

据
え
て
、「
2
0
2
0
年
に
向
け
た
社
会
全

体
の
I
C
T
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
第
一

版
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
開
催
に
先
駆
け

て
行
わ
れ
る
国
内
の
I
C
T
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
や
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
は
、
わ
が
国
の
最

先
端
の
I
C
T
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
I
C
T
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
は
、

個
人
情
報
を
ク
ラ
ウ
ド
経
由
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
やSuica

な
ど
の
I
C
カ
ー
ド
に
連

携
さ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
、
観

光
、
買
い
物
な
ど
に
活
用
し
、
多
彩
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
計
画
が
あ

り
ま
す
。

2
0
1
6
年
５
月
に
は
、
こ
の
「
I
C
T

化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
動
き
に
呼
応

し
て
、
企
業
の
枠
を
超
え
た
共
創
に
よ
る

I
C
T
基
盤
整
備
の
実
現
を
目
指
す
「
一

般
社
団
法
人 

お
も
て
な
し
I
C
T
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
に
は
日
本
を

代
表
す
る
情
報
通
信
企
業
や
訪
日
外
国
人
観

光
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
企
業
が
参

加
し
、
J
A
L
も
理
事
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

入
国
か
ら
出
国
ま
で
を

カ
ー
ド
1
枚
で

協
議
会
で
は
、
先
進
的
な
I
C
T
を
活

用
し
た
「
お
も
て
な
し
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ

い
て
、
2
0
2
0
年
の
全
国
展
開
を
目
指

し
て
既
に
実
証
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
度
は
、
千
葉
・
幕
張
・
成
田

地
区
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
に

当
た
っ
て
は
、
①
個
人
情
報
を
登
録
す
る
た

め
の
I
C
カ
ー
ド　

②
通
信
利
便
性
向
上

の
た
め
の
携
帯
電
話
用
プ
リ
ペ
イ
ド
S
I
M

カ
ー
ド（
通
信
量
1
G
B
付
き
）を
セ
ッ
ト

に
し
た
実
証
実
験
ツ
ー
ル
を
訪
日
外
国
人
観

光
客
に
配
布
。
I
C
カ
ー
ド
に
パ
ス
ポ
ー

自
言
語
表
示
や
宗
教
上
の
食
制
限
情
報
の
表

示
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
カ
ー
ド
を
か

ざ
す
と
観
光
情
報
や
災
害
情
報
が
自
言
語
で

表
示
さ
れ
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年〝
後
〟の
レ
ガ
シ
ー
に

J
A
L
で
は
一
連
の
実
証
実
験
に
関
連

し
て
、
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
の
訪
日
外
国
人

観
光
客
に
向
け
て
現
地
の
旅
行
会
社
と
連
携

し
て
、
総
計
3
0
0
0
個
の
実
証
実
験
ツ
ー

ル
を
海
外
で
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外

基
地（
海
外
を
拠
点
と
し
て
い
る
）客
室
乗

務
員
の
日
本
で
の
宿
泊
先
に
お
い
て
、
パ
ス

ポ
ー
ト
情
報
を
登
録
し
た
I
C
カ
ー
ド
に

よ
る
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
実
証
実
験
を

実
施
。
さ
ら
に
、
実
験
に
利
用
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「Japan2G

o!

」（
日
本
各

地
の
観
光
情
報
や
交
通
情
報
な
ど
を
簡
単

に
検
索
で
き
る
も
の
）は
、
J
A
L
の
訪
日

外
国
人
旅
行
者
向
け
国
内
線
運
賃（Japan 

E
xplorer Pass

）と
連
携
す
る
こ
と
で
、

国
内
移
動
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
実
験
に
参
加
い
た
だ

い
た
お
客
さ
ま
か
ら
は
「
一
枚
の
I
C
カ
ー

ド
で
、
簡
単
に
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が

で
き
、
観
光
案
内
や
レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー

が
自
言
語
で
表
示
さ
れ
る
の
は
と
て
も
便
利

だ
っ
た
。
も
っ
と
多
く
の
場
所
で
使
え
れ
ば

旅
行
が
楽
に
な
る
」
と
い
う
感
想
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
の
可
能
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
の
I
C
T
化
は
、
2
0
2
0

年
以
降
も
日
本
が
さ
ら
な
る
成
長
を
続
け
て

い
く
た
め
の
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
未
来
へ
の
資
産（
レ
ガ
シ
ー
）で
す
。

そ
れ
は
今
後
の
日
本
の
観
光
立
国
と
し
て
の

行
方
を
占
う
意
味
で
も
、
重
要
な
試
金
石
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ト
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
美
術
館
・
競
技
場
へ
の
入

場
、
免
税
処
理
な
ど
を
面
倒
な
手
続
き
な
し

で
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。
さ
ら
に
I
C
カ
ー
ド
の
利
用
に

よ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
で
の

日本の成長戦略を支える大きな柱が訪日需要の拡大です。本協議会では、訪日外国人の目線
で先端的ICTを活用したおもてなしサービスを構築し、訪日外国人が広く国内を移動・消費す
ることによる地域創生につなげるとともに、日本経済の活性化、国際競争力の向上を図ること
を目指します。多様な商品・サービス・ソリューションを提供している企業が互いの強みを活
かして共創するALL JAPANでの取り組みを行っています。

JALには、訪日外国人3,000名への実証ツールの配布や海外基地の客室乗務員による実証実
験の実施など大変重要な役割を担っていただいています。日本経済の持続的成長のため、われ
われが構築するICT基盤が、訪日外国人だけでなく日本国民にとっても快適な生活環境を可能
とする日本の「レガシー」となるよう力を合わせて実現していきたいと強く望んでいます。

企業の枠を超えた共創による社会全体のICT化の実現に向けて

一般社団法人
おもてなしICT協議会 理事長

西 宏章 教授
（慶應義塾大学 理工学部）

最
先
端
の“
お
も
て
な
し
〟を
準
備
中
!

2
0
2
0
年
に
向
け
た
企
業
の
枠
を
超
え
た
共
創

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京
2
0
2
0
大
会
」）開
催
に
向
け
て
、

訪
日
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）環
境
の
整
備
促
進
は
急
務
と
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
企
業
間
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

J
A
L
も
実
証
実
験
に
参
画
し
て
い
ま
す
。バンコク空港にてICカードなどが入った実証実験

ツールを持っている旅行者たち

ICカードで宿泊施設にチェックインする
海外基地の客室乗務員

スマートな移動 等多言語による情報入手、
入場手続き 等

スマートな支払い、
チェックイン、入館手続き 等

ID等

受けたいサービスに
応じて情報登録

移動競技中

入国滞在中 おもてなし
クラウド

・ 性別
・ 年齢
・ 出身（言語）
・ 目的地
・ デポジット金額

情報提供情報提供

情報提供

19 明日の翼  Vol.08 18明日の翼  Vol.08


